
学校教育目標 『自ら考えともに学び 心豊かにたくましく生きる外小っ子の育成』 

言葉や思いを大切に 
 校長 稲垣 一郎 

 先月の学校だよりでは、『伝えるを大切に』と題してこれからの教育活動で重要視されている

ことを書かせていただきました。今月は、伝える時の言葉や伝え方について少し考えてみたいと

思います。 

 人は、自分の思いや考えを伝える時には、「ことば」を使います。その言葉によって、うまく

伝わったり、伝わらなかったりすることがあります。何気なく書き込んだ言葉が誤解されたり、

軽い気持ちで送ったメールが相手を傷つけてケンカになったりして、気まずい思いをするとい

うことがよくあります。例えば、「いいよ」という言葉は、OK という意味と NO という意味の２

つがあります。また、「おかしい」という言葉は、「おもしろい・笑える」という意味と「変だ・

うたがわしい」という意味にも取れます。また、面と向かって相手の表情が分かれば何てことの

ない言葉でも文字だけだときつく感じる言葉もあります。ちょっと乱暴な表現ですが、例えば、

「バッカじゃないの？」は、文字だけをみると相手が怒っているように感じます。しかし、笑い

ながら「バッカじゃないの？」と親しみを込めている場合もあります。だから、文字による伝え

合う（やりとり）方法で気持ちをうまく伝えるコツは、「言葉を丁寧にする」ことだと思います。 

 このように、言葉にはとても大きな意味があると考えます。また、最近読んだ中野信子氏の著

書の中で、次のような事例が紹介されていました。 

 とても難しい問題を解いた児童に、①頭がいいね ②よく努力したね ③何も言わない 

の３通りの言葉かけをして、そのあとその児童たちの学習に対する意欲を調べたそうです。 

①の児童は、１０％の児童が意欲的に取り組んだ。②の児童は、６５％の児童が意欲的に取り組

んだ。③の児童は、４５％が意欲的に取り組んだそうです。①「頭がいいね」の割合が一番少な

かったのは、「頭がいい」と評価されたことで、「頭がいいのだから、もうしなくてもいいや」と

いう思いにさせたからだと分析されていました。かける言葉によって、こんなにも大きな差が出

ていることに驚きました。 

 では、言葉だけ気をつければよいのでしょうか。私は、言

葉を発する人の内心が大切だと思います。「よく努力したね」

と心から思っていれば、声の大きさやスピード、抑揚、表情

や身振りなども、そうでないときに比べて大きく変化してく

ると思います。学校では、Ｉメッセージ（アイ メッセージ）

【気持ちを説明してくれる言葉】と表現しています。 

 日々、私たち大人は忙しさや様々な課題に直面し、知らず

知らずのうちに心の穏やかな部分が見えなくなっているこ

ともあると思います。心の中が安定せず、不安・不満ばかり

が先に立ち愚痴ばかり言っていると、素敵な認め・褒め言葉も相手にはうまく伝わらないことも

多いと思います。 

 そんな時は、ゆっくりと落ち着いた心で「自分の心の中にある素直な言葉」を意識してみるこ

とが大切だと思います。「うれしいな」「ありがとう」「勇気が出たよ」「心が温かくなったよ」と

いった温かさを生む言葉をいつでも思い出し、心に留めていつでも使える人でありたいと思い

ます。 
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児童の安全確保のため、黄色い安全帽子が風で飛ばさ

れないようにゴム紐を縫いつけてください 
本校は、特に冬場、強い海風が吹き付ける立地にあります。そのため、登下校

時には、児童の安全帽子のあごに引っかけるゴム紐が緩んでいると、強風で車道

まで飛ばされることがあります。その瞬間、条件反射のように児童が車道に飛び

出したとしたら、車と接触していたかもしれないという場面が実際にありました。

そこで、児童の安全確保のため、学校での指導に加え、ご家庭でもゴム紐が緩ん

でいないか確認し、緩んでいる場合は、強風でも飛ばないように適切に縫い直し

ていただきますようお願いいたします。 

なお、本校では「飛び出しは絶対にだめ」を合い言葉として、すべての児童に

飛び出しをしないよう繰り返し指導しています。ご家庭を出発される際にも、同

様の声かけをお願いいたします。 

 

冬期休業中 オンライン接続確認のお願い 
日時： 12 月 27 日（月）9:00～9:15 

冬期休業期間中、児童は宿題等に活用するためクロムブックを持ち帰ります。 

詳細については休業前にお知らせしますが、この機会を利用して、学校と家庭 

とをオンラインでつないだ場合における通信状況の事前確認を行います。 

クロムブックの Meet を使って、教師と児童との対面通話がスムーズにでき 

 るか、または、どんな場合に接続ができないのかを、実際にオンライン授業等を 

行う時に備えて、事前に把握したいと考えています。 

なお、今回は、上記の趣旨で行うため、各家庭において、何らかの原因で接続 

ができなかったとしても、接続方法や状況などについて、学校にお問い合わせい 

ただく必要はありません。（担任はオンライン 

通話中のため、電話口での対応はできません。）  

また、当日、ご家庭での旅行や行事等をすで 

に予定している場合や、学童を利用されている 

場合は、そちらを優先してください。ご理解と 

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 


